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今月の主な記事 
6月議会 
徳島県表彰受賞 
守れ人権　許すな差別 
情報NOW 
町民のみなさんから 
こんにちは赤ちゃん ・ おくやみ申し上げます 

P2 
P3 
P7 

P10～13 
P16 
P17

　板野東部ファミリーサポートセンター交流会が7
月2日（土）、勤労女性センターで開催されました。
腹話術や紙芝居、また親子でダンスを楽しむ姿も見
られました。 
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6月議会 6月議会 

　平成17年第2回議会定例会は6月13日に

開会し、町長提案の7議案を原案どおり可決、

又、議員提案の議案6件を審議し、23日に閉

会しました。 

〈
１３
日
　
上
程
議
案
等
〉
 

 ◆
藍
住
町
課
等
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
専
決
処
分
に
対
す
る
承
認
（
事

務
執
行
効
率
化
の
た
め
の
課
の
分
掌
事
務

の
一
部
改
正
）
◆
藍
住
町
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
に
対
す
る
承

認
（
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
う
条
例
改
正
）

◆
平
成
１６
年
度
藍
住
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
５
号
）の
専
決
処
分
に
対
す
る
承
認

（
３
月
末
に
お
い
て
歳
入
歳
出
を
４
千
１
０

０
万
円
増
額
し
、
予
算
の
総
額
を
８
１
億
４

百
万
円
と
す
る
）
◆
平
成
１６
年
度
藍
住
町

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
補
正
予
算

の
承
認
（
歳
入
歳
出
と
も
に
百
２
４
７
千
円

増
額
し
予
算
の
総
額
を
千
９
４
７
千
円
と

す
る
）
◆
徳
島
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
 

               少
及
び
徳
島
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

規
約
の
変
更
（
合
併
に
伴
う
構
成
市
町
村

の
変
更
）
◆
徳
島
県
町
村
議
会
議
員
公
務

災
害
補
償
等
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公

共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
徳
島
県
町
村
議

会
議
員
公
務
災
害
補
償
等
組
合
規
約
の

変
更
（
合
併
に
伴
う
構
成
市
町
村
の
変
更
）

◆
町
道
の
路
線
変
更
（
道
路
改
良
工
事
に

伴
う
起
終
点
の
変
更
）
 

　
報
告
 

◆
平
成
１６
年
度
藍
住
町
一
般
会
計
繰
越
明

許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
（
繰
越
額
の
確

定
に
よ
る
）
◆
平
成
１６
年
度
藍
住
町
下
水

道
事
業
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報

告
（
繰
越
額
の
確
定
に
よ
る
）
◆
専
決
処
分

の
報
告
（
町
営
住
宅
明
け
渡
し
請
求
事
件

に
関
し
訴
え
の
提
起
３
件
）
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
町
長
提
案
 

〈
２０
日
　
一
般
質
問
〉
 

　
小
川
幸
英
議
員
、
永
浜
茂
樹
議
員
、
小

堀
克
夫
議
員
、
西
谷
修
議
員
、
西
岡
恵
子

議
員
、
林
茂
議
員
、
喜
田
敏
夫
議
員
、
高
橋

始
議
員
の
８
氏
が
登
壇
、
行
政
一
般
に
関
す

る
質
問
を
行
い
ま
し
た
。（
一
般
質
問
の
内

容
は
、８
月
発
行
の
「
議
会
だ
よ
り
」
で
掲

載
い
た
し
ま
す
）
 

 
 

〈
２３
日
　
上
程
議
案
等
）
 

 
◆
藍
住
町
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦（
学

識
経
験
を
有
す
る
も
の
・
東
條
照
幸
氏
・
木

内
敏
文
氏
・
小
堀
克
夫
氏
）
◆
議
員
派
遣

の
件
（
議
会
議
員
の
各
種
行
事
へ
の
参
加
承

認
）
◆
人
権
擁
護
法
案
に
関
す
る
意
見
書

◆
分
権
時
代
の
新
し
い
地
方
議
会
制
度
の

構
築
を
求
め
る
意
見
書
◆
米
国
産
牛
肉
の

拙
速
な
輸
入
再
開
に
反
対
し
、
B
S
E
の

万
全
な
対
策
を
求
め
る
意
見
書
◆
障
害
者

の
福
祉
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
対
す
る

「
応
益
負
担
」
等
の
中
止
を
求
め
る
意
見

書
 

　
請
願
 

 
◆
米
国
産
牛
肉
の
拙
速
な
輸
入
再
開
に

反
対
し
、
B
S
E
の
万
全
な
対
策
を
求
め

る
請
願
書
◆
障
害
者
の
福
祉
・
医
療
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
に
対
す
る
「
応
益
負
担
」
等
を

中
止
し
、
障
害
者
自
立
支
援
法
案
の
慎
重

審
議
を
求
め
る
請
願
書
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
議
員
提
案
 

 

　
こ
の
た
び
、７
月
２８
日
（
木
）
か
ら
８

月
６
日
（
土
）の
日
程
で
、
藍
住
町
を
対

象
に
阿
波
学
会
に
よ
る
総
合
学
術
調

査
が
行
わ
れ
ま
す
。
阿
波
学
会
と
は
、

県
内
の
総
合
学
術
調
査
を
行
う
た
め
に
、

徳
島
県
立
図
書
館
が
中
心
に
な
っ
て
徳

島
県
内
２０
余
の
学
術
団
体
を
糾
合
し

た
学
会
連
合
で
す
。
毎
年
１
市
町
村
を

対
象
と
し
て
調
査
を
行
い
、
そ
の
成
果

は
１２
月
に
対
象
市
町
村
で
開
か
れ
る

発
表
会
で
報
告
さ
れ
る
と
同
時
に
、『
阿

波
学
会
紀
要
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い

ま
す
。
昨
年
度
は
木
沢
村
に
お
い
て
調

査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

　
藍
住
町
に
お
け
る
調
査
テ
ー
マ
は
地

質
・
植
生
・
植
物
・
野
鳥
・
淡
水
魚
・
昆

虫
・
栄
養
・
健
康
・
民
家
・
社
寺
・
歴
史

資
料
・
民
俗
・
教
育
・
生
活
環
境
な
ど
の

各
分
野
に
お
よ
び
ま
す
。
調
査
に
あ
た

り
、
古
民
家
や
社
寺
へ
の
立
ち
入
り
調

査
を
お
願
い
し
た
り
、
実
際
に
お
話
を

聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
り
す
る
こ
と
も

あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、ご
協
力
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

阿
波
学
会
総
合
学
術
調
査
に
つ
い
て
 

お
知
ら
せ
と
お
願
い
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６
月
３
日
、
徳
島
県
表
彰
規
程
に
基
づ
く
表
彰
が
、
県
庁
講
堂
で

行
わ
れ
、
本
町
か
ら
次
の
３
人
の
方
が
晴
れ
の
受
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
徳
島
県
が
毎
年
「
社
会
の
支
え
と
し
て
貢
献
さ
れ
た
り
、

公
益
の
た
め
に
私
財
を
寄
附
し
た
方
」
な
ど
を
対
象
と
し
て
表
彰

し
て
い
る
も
の
で
、
今
回
の
受
賞
は
そ
れ
ぞ
れ
の
功
績
が
高
く
評
価

さ
れ
た
も
の
で
す
。
 

 
　
 

 
 

 

三
澤
重
美
さ
ん（
奥
野
）は
、
昭
和

５９
年
１２
月
か
ら
２０
年
間
の
永
き
に

わ
た
り
、
本
町
の
学
識
監
査
委
員

と
し
て
公
正
で
効
率
的
な
監
査
に

努
め
ら
れ
る
と
と
も
に
本
町
の
振

興
発
展
と
住
民
福
祉
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。
 

 坂
本
三
千
一
さ
ん
（
徳
命
）
は
、
多

年
に
わ
た
り
徳
島
県
美
術
家
協

会
の
役
員
と
し
て
美
術
の
振
興
に

寄
与
さ
れ
る
と
と
も
に
後
進
の
育

成
、
指
導
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

 森
彪
さ
ん（
乙
瀬
）
は
、
昭
和
５５
年

町
議
会
議
員
選
挙
に
当
選
し
、
以

来
６
期
連
続
２４
年
間
に
わ
た
り

議
会
議
員
と
し
て
地
域
発
展
の
た

め
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
地
方
自

治
の
発
展
と
豊
か
で
住
み
よ
い
町

づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
 

  

　
最
近
、
高
額
な
浄
水
器
の
購
入
を
す
す
め
た
り
、な
か
ば
強
引
に
給
水
管
や
排

水
管
の
点
検
・
清
掃
・
修
理
を
行
っ
て
、
高
額
な
代
金
を
請
求
す
る
訪
問
販
売
が

急
増
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

▼
事
例
１
 

　
「
水
道
水
の
検
査
を
す
る
か
ら
、コ
ッ
プ
に
水
を
く
だ
さ
い
。
」
と
言
っ
て
訪
れ
、

テ
ス
タ
ー（
電
気
器
具
）の
電
極
を
水
道
水
に
入
れ
、
水
の
電
気
分
解
を
行
い
、
鉄

の
電
極
棒
か
ら
鉄
が
溶
け
だ
し
て
で
き
る
茶
色
の
沈
殿
を
見
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
健
康
に
有
害
な
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
」
と
水
道
水
に
対
す
る
不
安
を
あ
お
る

例
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、「
こ
の
よ
う
に
純
水
器
を
通
し
た
水
は
有
害
物
質
が

除
去
さ
れ
る
の
で
、
安
全
な
水
に
な
る
」
と
宣
伝
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

　
純
水
器
を
通
し
た
水
は
純
水
に
近
い
水
と
な
り
電
気
を
通
し
に
く
く
、
電
気

分
解
が
進
ま
な
い
た
め
沈
殿
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
水
道
水
は
お
い
し
い
水
の

要
件
に
も
な
っ
て
い
る
カ
ル
シ
ウ
ム
や
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
な
ど
を
含
ん
で
お
り
電
気
を

通
す
の
で
、
電
気
分
解
が
進
み
電
極
棒
が
溶
け
出
し
て
沈
殿
が
で
き
ま
す
。
な

お
、
電
極
に
使
用
す
る
金
属
の
種
類
に
よ
っ
て
沈
殿
が
緑
色
に
変
化
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
 

▼
事
例
２
 

　
有
害
な
も
の
を
調
べ
る
試
薬
と
称
し
て
、オ
ル
ト
ト
リ
ジ
ン
を
水
道
水
に
入
れ

て
黄
色
に
変
化
さ
せ
、「
水
道
水
に
こ
の
よ
う
な
色
が
付
く
の
は
、
健
康
に
有
害

な
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
証
拠
で
あ
り
、
浄
水
器
を
通
せ
ば
安
全
な
水
に
な
る
」

と
宣
伝
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

　
オ
ル
ト
ト
リ
ジ
ン
法
に
よ
る
残
留
塩
素
の
比
色
法
を
お
客
様
に
見
せ
て
い
る
に

す
ぎ
ま
せ
ん
。
浄
水
器
に
よ
り
残
留
塩
素
の
無
く
な
っ
た
水
は
発
色
し
ま
せ
ん
。

な
お
、ピ
ン
ク（
赤
）に
変
化
す
る
薬
品
も
あ
り
ま
す
。
 

 
 

※
町
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
水
道
水
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
の

指
定
検
査
機
関
に
委
託
し
て
定
期
的
に
水
質
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
町

の
水
道
水
は
水
質
基
準
に
適
合
し
て
お
り
、
安
全
で
良
好
な
水
質
で
あ
り
ま
す

の
で
、
安
心
し
て
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
　
　
　

水
道
課
　
（
☎
６
３
７
・
３
１
３

１
）
 

 

　
４
／
２４
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
か
ら
５

／
２９
カ
ラ
オ
ケ
大
会
ま
で
７
事
業
に
つ

い
て
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
協
賛
事

業
が
、６
月
末
を
持
っ
て
終
了
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

期
間
中

は
、
多
く
の
方
々
に
ご
参
加

を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ま
た
、
協
賛
を
い
た
だ
い
た
各
組

織
の
皆
様
に
は
、大
変
お
世
話
に
な
り
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

50
周
年
協
賛
事
業
終
了
 

　
７
月
１
日
か
ら
８
月
３１
日
ま
で
の
２

ヶ
月
間
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
徹
底

と
後
部
座
席
の
着
用
促
進
及
び
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
取
付
け
と
使

用
の
徹
底
を
図
る
た
め
、
県
民
運
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
運
転
手
や
同
乗
者

の
命
を
守
る
た
め
に
、
正
し
い
着
用
を

行
い
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
 

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
 

推
進
県
民
運
動
実
施
 

浄
水
器
な
ど
の
悪
質
な
訪
問
販
売
に
つ
い
て
 

徳

島

県

表

彰
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藍
住
町
で
は
、
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
の

臨
時
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

 

◇
採
用
人
数 

　
若
干
名 

◇
勤
務
先 

　
藍
住
町
立
幼
稚
園 

◇
資
格 

　
保
育
士
資
格
ま
た
は
幼
稚
園
教
諭
免 

　
許
を
有
す
る
者 

 

○
申
込
方
法 

　
市
販
の
履
歴
書
に
記
入
の
う
え
、
役
場

　
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
の
資
格
証
の
写

　
し
を
添
付
の
こ
と 

○
申
込
期
間 

　
７
月
８
日
（
金
）
〜
８
月
２３
日
（
火
） 

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分 

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
き
ま
す
） 

○
採
用
方
法 

　
書
類
選
考
お
よ
び
面
接 

○
お
問
い
合
わ
せ 

　
教
育
委
員
会
（
役
場
２
階
） 

　
　
　
　
　
　
　
（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
） 

平
成
１７
年
度
 

藍
住
町
臨
時
職
員
 

（
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
） 

を
募
集
 

　
平
成
18
年
度
採
用
予
定
の
藍
住
町
職

員
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。 

〈
採
用
予
定
職
種
〉 

◇
一
般
事
務 

　
昭
和
53
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
63
年
４

　
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者 

◇
採
用
予
定
数
　
２
名
程
度 

◇
試
験
日
・
場
所 

　
第
１
次
試
験
　
９
月
18
日
（
日
） 

　
　
　
　
　
　

徳
島
大
学
総
合
科
学
部 

　
第
２
次
試
験
　
1２
月
中
旬
予
定 

　
　
　
　
　
　
　
藍
住
町
役
場
（
予
定
） 

◇
受
験
手
続 

①
申
込
用
紙
及
び
受
験
案
内
は
、
藍
住
町

　
役
場
総
務
課
（
役
場
３
階
）に
請
求
し
て

　
く
だ
さ
い
。
郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、

　
封
筒
の
表
に
「
職
員
試
験
請
求
」
と
朱

　
書
き
し
、
宛
先
を
明
記
の
う
え
、
120
円
　

切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を
必
ず
同
　

封
し
て
く
だ
さ
い
。 

②
受
付
期
間
は
、７
月
25
日
（
月
）
か
ら
８

　
月
８
日
（
月
）
ま
で
の
執
務
日
（
月
曜
日

　
か
ら
金
曜
日
）の
午
前
８
時
30
分
か
ら

　
午
後
５
時
の
間
受
付
し
ま
す
。 

＊
郵
便
に
よ
る
申
し
込
み
の
場
合
は
、８
月

　
８
日
ま
で
の
消
印
が
あ
る
も
の
に
限
り

　
受
付
し
ま
す
。 

☆
受
付
期
間
経
過
後
の
申
し
込
み
は
一
切

　
受
付
し
ま
せ
ん
の
で
、
十
分
注
意
し
て
　

　
く
だ
さ
い
。 

お
問
い
合
わ
せ 
   

総
務
課
　
　
（
☎
６
３
７
・
３
１
１
１
） 

藍
住
町
職
員
採
用
試
験
 

あいずみ俳壇
近藤紫水　選

洗
濯
物
干
せ
る
だ
け
干
し
梅
雨
晴
間 

平
凡
な
日
々
が
幸
せ
蛍
飛
ぶ 

峠
路
や
青
葉
か
く
れ
に
塔
の
見
ゆ 

親
の
声
す
れ
ば
鳴
き
交
ふ
雀
の
子 

大
川
に
小
舟
つ
な
が
れ
走
り
梅
雨 

梅
雨
曇
り
墨
絵
暈
し
の
霧
ヶ
峰 

命
日
の
母
に
と
枇
杷
の
初
ち
ぎ
り 

い
ち
早
く
植
田
の
捉
ふ
朝
日
か
な 

五
月
雨
に
乾
か
ぬ
ま
ま
の
農
衣
干
す 

灯
台
に
怒
濤
の
潮
や
夏
の
海 

　
　
　
　
　
加
　
章 

ス
モ
ッ
ク
を
洗
い
し
空
や
虹
生
る 

石
川
　
恭
子 

奥
村
　
文
子 

山
本
　
義
子 

宮
本
ヨ
シ
子 

小
倉
　
規
沙 

実
松
　
　
博 

 

一
宮
チ
エ
子 

佐
藤
　
幸
子 

佐
藤
　
一
子 

秋
月
　
秀
峰 

 

紫
　
水 

　みなさんにもっと国勢調査のことをよく知ってもらうため

にQ&A形式で調査についての説明をいたします。 

国勢調査って何? 
○国内の人口・世帯の実態を把握し、各種行政施策の

　基礎資料を得ることを目的としています。大正９年以来

　ほぼ５年ごとに行われており、平成１７年国勢調査はそ

　の１８回目に当たります。今回の調査では、人口転換期

　を迎えつつある我が国の姿を明らかにします。 

○国勢調査は、「統計法」という法律に基づいて実施されます。 

どのように調べるの? 
○平成１７年国勢調査は、１０月１日現在で全国いっせいに行われます。 

○調査の対象は、我が国にふだん住んでいるすべての人です。 

　（約１億２８００万人。外国人も含まれます） 

○調査は、国（総務省統計局）─都道府県─市区町村─国勢調査指導員
　─国勢調査員─世帯の流れで行います。 
○９月下旬から国勢調査員が各世帯を訪問して調査票を配布し、世帯で調

　査票に記入していただいた後、１０月上旬までの間に国勢調査員が集める

　という方法で行います。 

 

国勢調査についてのお問い合わせ　徳島県統計調査課（☎621・2151） 
　　　　　　　　　　　　　　    企画調整課　　　（☎637・3124） 

10月1日に国勢調査を実施します。10月1日に国勢調査を実施します。10月1日に国勢調査を実施します。

ぼ
か 

ど
　
　
と
う 

上 
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８
月
１
日
か
ら
重
度
心
身
障
害
者
等
医
療
費

受
給
者
証
（
受
給
者
認
定
書
）
が
新
し
く
な
り

ま
す
。 

　
現
在
、
受
給
資
格
を
お
持
ち
の
方
で
、８
月
か

ら
受
給
対
象
と
認
定
さ
れ
る
方
に
は
、
新
し
い

受
給
者
証
等
を
送
付
し
ま
す
が
、
身
体
障
害
者

手
帳
２
級
を
お
持
ち
の
方
で
、
医
師
・
民
生
委
員

の
証
明
が
必
要
な
方
に
は
、
例
年
ど
お
り
証
明

書
の
様
式
を
送
付
し
ま
す
の
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。 

　
ま
た
、
次
に
該
当
す
る
方
で
受
給
者
の
認
定

を
受
け
て
い
な
い
方
（
た
だ
し
、
所
得
額
の
制
限

が
あ
り
ま
す
）は
、
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。 

１
．身
体
障
害
者
手
帳
１
級
を
お
持
ち
の
方 

２
．身
体
障
害
者
手
帳
２
級
を
お
持
ち
の
方 

３
．療
育
手
帳
「
Ａ
」
を
お
持
ち
の
方 

４
．知
的
障
害
（
自
閉
症
を
含
む
）
に
よ
る
特
別

　
児
童
扶
養
手
当
１
級
の
対
象
児 

５
．身
体
障
害
者
手
帳
３
・
４
級
を
お
持
ち
で
、
　

か
つ
療
育
手
帳
「
Ｂ
１
」
の
方 

６
．年
齢
が
１８
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
　

３
月
３１
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
を
扶
養
し
　

て
い
る
母
子
家
庭
の
母
と
子 

お
問
い
合
わ
せ 

　
福
祉
課
　
　
　
　
　
（
☎
６
３
７
・
３
１
１
４
）
 

　
　
　
　
　
　
　
（
F
A
X
６
３
７
・
３
１
５
０
） 

重
度
身
障
害
者
等 

医
療
費
受
給
者
証
等
の 

更
新（
交
付
）・
申
請
の 

お
知
ら
せ 

　
７
月
は
、
固
定
資
産
税
（
１
期
）の
納
付

月
で
す
。 

 

納
期
限

は
、
7
月
25
日
で
す
。 

 

　
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前
日
ま
で
に

口
座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。 

  

固
定
資
産
税
Q

＆
A
 

 Q
　
私
は
、
平
成
１３
年
９
月
に
住
宅
を

　
　
　
新
築
し
ま
し
た
が
、
平
成
１７
年
度

　
　
　
分
か
ら
税
額
が
急
に
高
く
な
っ
て

　
　
　
い
ま
す
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。 

  A
　
新
築
の
住
宅
に
対
し
て
は
、
納
税

　
　
　
者
の
負
担
軽
減
措
置
と
し
て
３
年

　
　
　
間
の
固
定
資
産
税
の
軽
減
制
度
が

　
　
　
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。（
税
額
が
最

　
　
　
高
２
分
の
１
に
減
額
） 

　
　
　
し
た
が
っ
て
、
あ
な
た
の
場
合
１４
・

　
　
　
１５
・
１６
年
度
分
に
つ
い
て
は
軽
減
の

　
　
　
適
用
を
受
け
て
い
た
た
め
と
い
う

　
　
　
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
　
　
な
お
、
こ
の
軽
減
制
度
の
適
用
を

　
　
　
受
け
る
た
め
の
申
請
等
は
必
要
あ

　
　
　
り
ま
せ
ん
。 

  税
金
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ 

 

　
税
務
課
　
　
（
☎
６
３
７
・
３
１
１
７
） 

 

　
　
　
　
　
　
（
☎
６
３
７
・
３
１
１
８
） 

今
月
の
納
税
 

合併処理浄化槽の設置に対して、補助金が交付されます。 

◎
精
神
的
な
病
気
の
相
談
・
就
労
相
談
・
家
族
の
相
談
な
ど
 

 
　
　
　
　
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
虹
の
里
 
 （
☎
6
9
2
・
2
3
1
2
）
 

◎
精
神
障
害
者
の
家
族
会
・
作
業
所
に
つ
い
て
 

 
 
 
 
 
す
み
れ
・
あ
い
ず
み
作
業
所
 
 
 
 （
☎
6
9
3
・
0
0
3
2
）
 

◎
こ
こ
ろ
の
病
気
・
ス
ト
レ
ス
・
悩
み
な
ど
 

 
 
 
 
 
保
健
セ
ン
タ
ー
 
 
 
 
 
 
 
 
（
☎
6
9
2
・
8
6
5
8
）
 

こころの  
相談窓口  ◎単独処理浄化槽＝便所からの排水のみ浄化 

◎合併処理浄化槽＝便所および台所、風呂、洗濯等の排水（生活雑排水）を浄化 

　汲み取り便所や単独浄化槽を使用している家庭では、通常、生活雑排水は未

処理のまま、排出されており、これが海や川に流れ、水質汚濁の大きな原因となっ

ています。 

　藍住町では、生活排水による公共用水域の水質汚濁を防止するため、「合併処

理浄化槽」の設置に対して補助金を交付しています。 

　補助金の対象となる方（①・②の条件を満たす方） 

　①専用住宅または、床面積の１／２以上が住居用である建物に浄化槽を設置 

　②処理対象人員が１０人槽以下の小型合併処理浄化槽を設置 

※公共下水道の事業認可により、認可を受けた区域は、当事業の対象外となり　

ますので、ご注意ください。 

〈補助金額〉 

 

 

　 

　 

　この補助金制度をご利用される方は、必ず浄化槽の工事施工前に補助金の申

請をお願いします。 

　浄化槽は、日頃の維持管理がたいへん重要です。必ず、定期的な保守点検と

年１回の水質検査を実施しましょう。 

浄化槽事業についてのお問い合わせ　下水道課（☎６３７・３１２３） 

人槽区分 補助金区分 

５人槽 ２９４,０００円 

６～７人槽 ３４２,０００円 
８～１０人槽 ４３２,０００円 
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国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
の
新

年
度
分
を
郵
送
し
ま
す
。
現
在
、
利
用
の

も
の
は
平
成
１７
年
７
月
３１
日
が
有
効
期
限

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、８
月
１
日
以
降
は
新

し
い
受
給
者
証
を
医
療
機
関
窓
口
に
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、８
月
に
な
っ
て
も
受
給
者
証
が
届

か
な
い
場
合
は
、
保
健
衛
生
課
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。 

　
＊
対
象
者
は
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

で
昭
和
７
年
１０
月
１
日
か
ら
昭
和
１０
年
８

月
１
日
生
ま
れ
の
方
で
す
。 

　
こ
れ
以
後
の
対
象
者
に
は
随
時
送
付
し

ま
す
。 

　
国
民
健
康
保
険
税
滞
納
世
帯
に
は
、
短

期
高
齢
受
給
者
証
を
交
付
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
場
合
は
健
康
保
険
証
更
新

時
に
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
保
健
衛
生
課

窓
口
へ
印
鑑
・
現
在
使
用
の
保
険
証
、
受
給

者
証
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

                                                                      

お
問
い
合
わ
せ
　
　
　 

　
保
健
衛
生
課
　
（
☎
６
３
７
・
３
１
１
５
） 

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験 

　
平
成
７
年
よ
り
、
政
府
の
規
制
緩
和
推
進
計
画
の
一
環
と
し
て
、
下
水

道
排
水
設
備
工
事
の
指
定
工
事
店
の
営
業
所
要
件
の
緩
和
お
よ
び
責

任
技
術
者
試
験
の
都
道
府
県
で
の
統
一
化
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。 

　
こ
れ
に
よ
り
、
徳
島
県
に
お
い
て
も
、（
財
）
徳
島
県
下
水
道
技
術
セ
ン

タ
ー
が
実
施
主
体
と
な
り
、
平
成
１６
年
度
か
ら
責
任
技
術
者
試
験
を
県

下
で
統
一
し
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
平
成
１７
年
度
に
お
い
て
も
、
次
の
と
お
り
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す
の

で
、
受
験
を
希
望
さ
れ
る
方
は
所
定
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

  １
．試
験
の
申
込
期
間
　
７
月
１
日
（
金
）
〜
７
月
２９
日
（
金
） 

２
．試
験
日
等 

　
（
１
）
受
験
講
習
日 

　
第
１
回
　
９
月
５
日
（
月
）
　
午
前
１０
時
００
分
〜
１１
時
３０
分 

　
第
２
回
　
９
月
５
日
（
月
）
　
午
後
１
時
３０
分
〜
3
時 

　
会
　
場
　
徳
島
県
郷
土
文
化
会
館
　
４
階
大
会
議
室 

　
（
２
）
試
験
日 

　
　
　
　
　
９
月
９
日
（
金
）
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分 

　
会
　
場
　
徳
島
県
郷
土
文
化
会
館
　
４
階
大
会
議
室 

  　
そ
の
他
、
受
験
資
格
・
申
込
方
法
な
ど
の
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
に
つ

い
て
は 

　
（
財
）
徳
島
県
下
水
道
技
術
セ
ン
タ
ー 

　
徳
島
市
万
代
町
１
丁
目
１
番
地
（
県
庁
　
下
水
環
境
課
内
） 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
６
２
１
・
２
７
２
９
） 

  

 

排
水
設
備

と
は
・
・
・ 

　
排
水
設
備
は
家
庭
か
ら
の
汚
水
を
市
町
村
が
設
置
し

た
下
水
道
管
に
ス
ム
ー
ズ
に
排
除
す
る
た
め
の
施
設
で
す
。

「
水
洗
ト
イ
レ
・
風
呂
・
台
所
な
ど
の
取
り
出
し
配
水
管
」
、

「
ト
ラ
ッ
プ（
防
臭
器
具
）
」
、「
た
め
ま
す
」
、「
汚
水
配
水

管
」
な
ど
を
い
い
ま
す
。 

※
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ 

　
下
水
道
課
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
６
３
７
・
３
１
２
３
） 

 

高
齢
受
給
者
証
を
 

　
　
　
　
　
更
新
し
ま
す
 

お
届
け
は
７
月
２５
日
以
降
に
郵
送
で
 

川は  
生きている 生きている 生きている 

下水道の話○ ３８ 

８７ シリーズ○ 
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広
げ
よ
う
　
み
ん
な
の
え
顔
　
わ
の
心
 

気
づ
い
て
よ
　
心
の
さ
け
び
　
そ
の
気
持
ち
 

助
け
合
お
う
　
心
を
こ
め
て
　
親
切
に
 

み
ん
な
の
笑
顔
が
　
未
来
を
ひ
ら
く
 

住
み
た
い
な
　
つ
ら
い
顔
　
悲
し
い
顔
の
な
い
社
会
 

４
年
　
濱
　
達
比
呂
 

４
年
　
大
谷
　
里
奈
 

４
年
　
野
田
　
直
暉
 

５
年
　
吉
田
　
華
綸
 

５
年
　
山
口
　
亮
祐
 

人権標語  
藍住南小学校 
生徒作品 

藍住町のスローガン  

ハンセン病をしろう 
～今、わたしたちにできること～ 

大島青松園　現地研修より 

ハ
ン
セ
ン
病
っ
て
ど
ん
な
病
気 

　
ハ
ン
セ
ン
病
は
、１
８
７
３
年
に
ノ

ル
ウ
ェ
ー
の
ハ
ン
セ
ン
医
師
が
発
見
し

た„
ら
い
菌
“の 

感
染
に
よ
っ
て
、
皮

膚
と
末
梢
神
経
な
ど
が
お
か
さ
れ

る
病
気
で
す
。
か
つ
て
は
「
ら
い
」
と

か
「
ら
い
病
」
と
呼
ば
れ
、
効
く
薬

も
な
く
、
病
気
が
進
む
と
容
姿
や

手
足
が
変
形
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
の

で
、
恐
ろ
し
い
伝
染
病
の
よ
う
に
思

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
感
染

力
や
発
病
力
は
非
常
に
弱
く
、
日

常
生
活
で
感
染
す
る
可
能
性
は
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
、
今

で
は
完
全
に
治
る
病
気
に
な
り
ま

し
た
。 

  大
島
青
松
園
　
現
地
研
修
よ
り 

　
６
月
３
日
（
金
）
、
藍
住
町
人
権

教
育
推
進
協
議
会
の
現
地
研
修
に
、

町
長
を
は
じ
め
３９
名
が
、
香
川
県

の
国
立
療
養
所
大
島
青
松
園
へ
行

っ
て
き
ま
し
た
。 

　
今
、
全
国
に
ハ
ン
セ
ン
病
の
国
立

療
養
施
設
は
１３
施
設
あ
り
、
大
島

青
松
園
に
は
１
５
７
名
の
方
が
入

所
し
て
い
ま
す
（
６
月
３
日
現
在
）
。

現
在
、ハ
ン
セ
ン
病
の
治
療
を
受
け

て
い
る
方
は
な
く
、
後
遺
症
の
治
療

を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
職
員
で

ハ
ン
セ
ン
病
に
な
っ
た
人
も
い
ま
せ
ん
。 

　
し
か
し
、こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
伝
染

力
の
弱
い
病
気
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
恐
ろ
し
い
伝
染
病
の
よ
う

に
思
わ
さ
れ
、
強
制
隔
離
さ
せ
ら
れ

て
き
ま
し
た
。一
度
、
療
養
所
に
入

所
す
る
と
、一
生
療
養
所
か
ら
で
ら

れ
ず
、
亡
く
な
っ
て
も
、
遺
骨
を
引

き
取
り
に
来
る
人
も
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
、
療
養
所
の
中
に
納
骨

堂
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
島
青

松
園
で
は
、
小
さ
い
骨
壺
に
入
り
き

ら
な
か
っ
た
入
所
者
の
残
骨
を
、
多

く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手
に
よ
っ
て

作
ら
れ
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト„
風
の
舞
“

に
納
め
て
い
ま
す
。„
風
の
舞
“の
由

来
は
、
生
前
自
由
に
会
い
た
い
人
に

会
い
に
行
け
な
か
っ
た
た
め
、
亡
く

な
っ
て
か
ら
、
せ
め
て
魂
だ
け
で
も

風
に
の
り
、
故
郷
に
帰
れ
る
よ
う
に

願
っ
て
、つ
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。 

   今
、
わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と 

　
１
９
９
６
年
に
ら
い
予
防
法
が
廃

止
さ
れ
た
後
も
、
社
会
復
帰
を
は

た
し
た
人
は
わ
ず
か
２０
％
し
か
い

ま
せ
ん
。
そ
こ
に
は
、
社
会
に
お
け

る
差
別
・
偏
見
が
ま
だ
ま
だ
残
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
や
、
受
け
入
れ
ら

れ
る
環
境
が
整
っ
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
て
、
療
養
所
の
外
で
暮

ら
す
こ
と
に
不
安
が
あ
る
よ
う
で
す
。 

　
裁
判
に
よ
り„
名
誉
の
回
復
“は

さ
れ
ま
し
た
が
、„
人
権
の
回
復
“

は
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

　 

               

　
人
が
人
と
し
て
扱
わ
れ
な
い
生

活
が
強
い
ら
れ
、
長
い
間
多
く
の
偏

見
と
差
別
に
苦
し
ん
で
き
た
ハ
ン
セ

ン
病
元
患
者
の
方
々
に
、
今
、
わ
た

し
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
な
ん
で
し

ょ
う
か
。 

　
わ
た
し
た
ち
が
、ハ
ン
セ
ン
病
に
つ

い
て
正
し
い
知
識
と
理
解
を
も
つ
こ

と
に
よ
り
、
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を

行
い
、
啓
発
活
動
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
、
共
生
の
社
会
に
つ
な
が
る
の

で
す
。 

教
育
委
員
会
　
社
会
教
育
課 

　
社
会
教
育
指
導
員
　
樫
原
洋
子 

     

“風の舞い”モニュメント 

親や兄弟姉妹と一緒に暮らすことができない。 

実名を名乗ることができない。 

結婚しても子どもを生むことが許されない。 

一生療養所から出て暮らすことができない。 

死んでも故郷の墓に埋葬してもらえない。 

　こうした生活をハンセン病患者さんは、長
い間強いられてきました。 

     　　　（厚生労働省パンフレットより） 

「特別あつかいされない人間にもど
って終わりたい。」 
　　　　　　ハンセン病元患者の言葉 
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健
康
で
活
力
あ
る
毎
日
を
送
る
た
め
に
は
、

朝
ご
は
ん
を
し
っ
か
り
食
べ
て
、
生
活
リ
ズ
ム
を
つ

く
る
こ
と
が
何
よ
り
大
切
で
す
。
そ
こ
で
、
朝
食

に
ふ
さ
わ
し
く
、
手
軽
で
普
及
性
に
富
む
ア
イ
デ

ア
メ
ニ
ュ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
 

○
応
募
資
格
 

 
町
内
の
小
学
生
・
中
学
生
・
一
般
 

○
応
募
方
法
 

　
保
健
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の
応
募
用
紙
で

　
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
小
学
生
・
中
学
生
に

　
は
夏
休
み
前
に
配
布
し
ま
す
。
）
 

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
応
募
用
紙
を
掲
載
し
て

　
い
ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

○
応
募
先
 

 
小
学
生
・
中
学
生
・
・
・
各
学
校
 

 
一
 
 
 
 
　
般
・
・
・
保
健
セ
ン
タ
ー
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
６
９
２
・
８
６
５
８
）
 

○
応
募
締
切
 

　
９
月
５
日
（
月
）
必
着
 

　
※
優
秀
作
品
は
、
福
祉
・
健
康
づ
く
り
の
町
フ

　
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
発
表
し
ま
す
。
応
募
者
全
員

　
に
参
加
賞
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
 

朝
食
ア
イ
デ
ア
料
理
募
集 

国民年金保険料の免除・納付猶予制度について 

保険料免除納付猶予期間と年金額?

※なお、半額免除された期間については、半額の保険料を納めない場合は未納期間として取り扱われますので、ご注意ください。 

　納付することが経済的に困難な場合には、保険料の免除や納付猶予（後払い）を受けられる制度があります。 

［全額免除］　保険料を全額（月:１３,５８０円）免除する制度です。 

［半額免除］　保険料の半額（月:６,７９０円）を免除する制度です。 

［納付猶予］　 ３０歳未満の方で、保険料を後払いにすることができる制度です。 

　 

　所得の要件（本人だけでなく、配偶者・世帯主のそれぞれの前年の所得）があるため、毎年申請が必要です。 

○日　時　８月１１日（木） 午後１時３０分～４時 

○場　所　役場１階住民相談室 

　社会保険事務所の職員が相談を受け付けます。 

　年金手帳・基礎年金番号通知書・年金証書などをご持参ください。 

 

 

 国民年金 のお問い合わせ 

　徳島北社会保険事務所 （☎６５２・２８００） 

　住民課国民年金係　　 （☎６３７・３１１２） 

 

 

全額免除 

受け取る年金額 

入ります 

年金額に 
３分の１が反映 

１０年以内なら 
納めることができます。 

３年目からは、 
当時の保険料に 
一定の額が加算 

保険料の半額を 
納めると入ります 

年金額に 
３分の２が反映 

免除された分は 
１０年以内なら 

納めることができます。 

保険料を全額 
納めると入ります 

年金額に 
反映されません 

１０年以内に納める 
ことができます。 

受給資格期間 

後から保険料を 
納めることは 

半額免除 若年者納付猶予 

３年目からは、 
当時の保険料に 
一定の額が加算 

３年目からは、 
当時の保険料に 
一定の額が加算 

特別障害給付金制度が始まりました　～平成17年4月から～ 
　国民年金に任意加入していなかったことにより、障害基礎年金等を受給していない方について、国民年金制度の発展過程において

生じた特別な事情にかんがみ、福祉的措置として「特別障害給付金制度」が創設されました。 

支給の対象となる方は、次の①②の方で、当時、任意加入していなかった期間内に初診日があり、現在障害基礎年金の１級、２級相当

の障害の状態にある方が対象となります。ただし、６５歳に達する日の前日までに当該障害状態に該当された方に限ります。 

　なお、障害基礎年金や障害厚生年金、障害共済年金などを受給することができる方は対象となりません。 

①平成３年３月以前に国民年金任意加入であった学生 

②昭和６１年３月以前に国民年金任意加入対象であった被用者年金制度（厚生年金保険、共済組合等）の加入者の配偶者 

8月の年金相談  
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〈
新
刊
案
内
〉
 

■
一
般
書
　
 

 ○
命
の
こ
と
ば
 

　
　
　
　
　
　
（
瀬
戸
内
　
寂
聴
著
・
講
談
社
）
 

○
ち
ょ
っ
と
し
た
一
言
で
相
手
が
動
く
夫
婦
の
心

　
理
テ
ク
ニ
ッ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
（
林
　
恭
弘
著
・
総
合
法
令
出
版
）
 

○
警
視
庁
捜
査
一
課
殺
人
班
 

　
　
　
　
　
　
（
毛
利
　
文
彦
著
・
角
川
書
店
）
 

○
Ｎ
Ｈ
Ｋ
た
め
し
て
ガ
ッ
テ
ン
 

　
健
康
の
知
恵
袋
事
典
　
　
　
　
　
　
　
　

　
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
科
学
環
境
番
組
部
編
・
ア
ス
コ
ム
）
 

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
知
恵
袋
　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
 

　
・
サ
ロ
ン
編
 

　
　
（
市
民
セ
ク
タ
ー
よ
こ
は
ま
編
・
筒
井
書
房
）
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

■
児
童
書
 

 ○
か
あ
さ
ん
の
こ
こ
ろ
 

　
　
　
（
内
田
　
鱗
太
郎
著
・
佼
成
出
版
社
）

○
ま
ん
が
こ
と
わ
ざ
研
究
所
１
　
　
　
　
　
 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
吉
川
　
豊
著
・
理
論
社
）
 

○
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
・
ソ
ー
ス
の
季
節
　
　
　
 
 

　
　
（
ポ
リ
ー
　
ホ
ー
ヴ
ァ
ー
ト
著
・
早
川
書
房
）

○
し
っ
か
り
は
し
れ
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
 
 

　
　
　
　
（
五
味
　
太
郎
著
・
ク
レ
ヨ
ン
ハ
ウ
ス
）

○
公
園
の
シ
ロ
お
ど
ろ
う
よ
　
　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
（
わ
た
な
べ
　
ひ
ろ
み
著
・
ポ
プ
ラ
社
）

 
 

※
こ
の
他
に
も
多
数
の
新
刊
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

＊
詳
し
く
は
図
書
館
（
☎
６
９
２
・
０
０
７
０
）

　
ま
で
 町

立
図
書
館 

★おはなし「にじの会」　　　　　　　　　　　　 
　毎週日曜日  午後２時から 

★あかちゃんの読みきかせ「ぷち♥ラッコ」 
　第２、第４水曜日　午前１０時３０分から　　　　　　　　

★井隈読書会  
　第３木曜日　　午前１０時から 

　課題図書「博士の愛した数式」　小川 洋子著 

★戦争体験展  
　日時　８月３日（水）～８月１９日（金） 

★世界の昆虫展示  
　日時　８月１９日（金）～９月１３日（火） 

　　　　 

図書館の行事《7月・8月予定》 

キャラクター大募集!!キャラクター大募集!!キャラクター大募集!!
私たちの町、藍住町に総合型地域スポーツクラブが誕生しました。 
「あいずみスポーツクラブ」は、いつでも、だれでも、気軽に 
楽しむことの出来るスポーツクラブです♪ 
スポーツクラブに素敵なキャラクターを考えてください! 
たくさんの応募をお待ちしています♪ 
●募集期間:7月15日（金）～31日（日）消印有効 
●応募資格:町内在住・在勤の方に限ります。 
　年齢は問いません。 
●応募規定 
　◎A4版用紙を使用（1枚につき1点・複数応募可能） 
　　応募作品は返却しません。 
　◎模倣とみなされる作品は、入選後でも、資格を 
　　取り消すことがあります。 
　◎入賞作品となったキャラクター作品の著作権・使用権は、 
　　あいずみスポーツクラブに帰属します。 
　◎応募者の個人情報は、作品審査だけに使用されます。 
　◎入賞作品は使用の際、一部修正を加える場合や、 
　　モノクロで使用する場合があります。 

★最優秀賞（1点） 
　図書カード2万円 

★佳　　作（2点） 
　図書券カード5千円 

あいずみスポーツクラブ事務局まで郵送又はご持参ください。 
（教育委員会　体育係内）藍住町奥野字矢上前52-1 
（☎637・3128）（FAX637・3153） 

賞 

ハ
ワ
イ
ア
ン
コ
ン
サ
ー
ト
　

日
　
時
　
７
月
２４
日
（
日
）
午
後
５
時
か
ら 

場
　
所
　
藍
住
町
立
図
書
館 

出
演
者
　
竹
村
文
宏 

　
　
　
　
（
ウ
ク
レ
レ
サ
ー
ク
ル
　
ナ
ホ
オ
ラ
） 

　
　
　
　
フ
ラ
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
　
ナ
ニ
ホ
ア
ロ
ハ 

プ
ロ
グ
ラ
ム
　
南
国
の
夜
・
他
（
ハ
ワ
イ
ア
ン
　

　
　
　
　
　
か
ら
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ソ
ン
グ
ま
で
） 

入
場
料
　
無
料  

夏
休
み
お
楽
し
み
会　

★
影
遊
び
劇
団
ジ
ョ
イ
ホ
ナ
　 

　
ボ
ク
は
キ
ツ
ネ
、ボ
ク
は
ロ
バ 

他 

★
お
は
な
し
「
に
じ
の
会
」 

　
絵
本
の
よ
み
き
か
せ
、 

　
手
あ
そ
び
指
あ
そ
び
　
他
　
　
　
　 

日
　
時
　
７
月
３１
日
（
日
）
午
後
２
時
か
ら 

場
　
所
　
藍
住
町
立
図
書
館
２
階 

入
場
料
　
無
料 

日 月 火 水 木 金 土 
1 
8 
15 
22 
29

 
7 
14 
21 
28

2 
9 
16 
23 
30

3 
10 
17 
24 
31

4 
11 
18 
25

5 
12 
19 
26

6 
13 
20 
27

休館日 

図書館から休館日変更のお知らせ 

コンピューター入替えのため、 
7月の月末整理休館日を8月2日に変更し、 
8月1日・2日を休館させていただきます。 

応募方法 
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情報now
町の掲示板 

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ 

　
　
教
室
の
ご
案
内 

　
「
触
れ
る
」
と
い
う
行
為
は
、
赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ

て
も
親
に
と
っ
て
も
大
切
な
愛
情
表
現
の
方
法

の
ひ
と
つ
で
す
。ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
通
じ
、
親

子
の
会
話
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。 

日
　
時
　
８
月
５
日
（
金
） 

　
　
　
　
午
前
１０
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分 

受
　
付
　
午
前
１０
時
１５
分
か
ら 

場
　
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー 

対
　
象
　
生
後
２
か
月
か
ら 

　
　
　
　
生
後
６
か
月
ま
で
　
　
　
　 

　
　
　
　
の
子
ど
も
と
保
護
者
１５
組 

参
加
費
　
無
料 

持
っ
て
く
る
物 

　
　
　
　
バ
ス
タ
オ
ル
と
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
各
1
枚 

　
　
　
　
赤
ち
ゃ
ん
の
水
分
補
給
の
湯
冷
ま
し

　
　
　
　
ま
た
は
お
茶
等 

申
込
期
間
７
月
２０
日
（
水
）
〜
８
月
４
日
（
木
） 

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ 

　
保
健
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
6
9
2
・
8
6
5
8
） 

リ
サ
イ
ク
ル
工
作
教
室 

日
時
　
７
月
２６
日
（
火
） 

　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時 

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー 

内
容
　
牛
乳
パ
ッ
ク
を
使
っ
て
工
作
し
、
楽
し
く

　
　
　
遊
ぼ
う
。 

　
　
　
ぴ
ょ
っ
こ
り
箱
・
ひ
こ
う
き
・
ブ
ー
メ
ラ
ン 

講
師
　
徳
島
県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会 

　
　
　
公
認
講
師
　
小
西
　
佳
昭
　
先
生 

対
象
　
小
学
生
（
保
護
者
同
伴
で
も
よ
い
） 

定
員
　
２０
人
（
申
込
順
） 

持
参
す
る
も
の
　
牛
乳
パ
ッ
ク（
１
㍑
）３
本 

申
込
期
間
　
７
月
２０
日
（
水
）
〜
２５
日
（
月
） 

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ 

保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
（
☎
６
９
２
・
８
６
５
８
） 

主
催
　
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
「
藍
愛
グ
ル

　
　
　
ー
プ
」
生
活
環
境
部 

ま　ち の 情 報 は 
広報あいずみ 
A I テ レ ビ  
町 政 だ よ り 

ホームページ 
 

毎月15日新聞折り込みで 
1日6回（AIタウン情報） 
毎月第1・3木曜日徳島新聞に掲載 

URL http://www.town.aizumi.tokushima.jp 
E-mail aizumi@town.aizumi.tokushima.jp

広
報
あ
い
ず
み
は
、 

新
聞
折
り
込
み
・
郵
送
で
お
届
け
し
て

い
ま
す
。 

も
し
、
ご
近
所
で
未
届
け
の
お
宅
が
あ

り
ま
し
た
ら
企
画
調
整
課
（
☎
6
3
7
・

3
1
2
4
）
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

がんばれ健康づくり 

　忙しい毎日の中で、子どもとの時間をどのように作っていますか。子育

ての大変さの中にも本来、子どもとのふれあいは楽しいものです。 

　現代のストレス社会の中で、心にゆとりが持てない状況が続き「子育て

を楽しみながら日々の生活を送りたいがどうしたらよいのかわからない」「子

どもに怒ってばかりで最近自分が嫌になっている」と考えている方も多いのではないでしょうか。 

　しかし、何かヒントはあるはずです。 

　それは、あなたの周りに必ず誰かがいるということです。どのような悩みにも大きい小さいといったことはありま

せん。悩んでいる当事者にとっては切実な想いです。子育てに不安や悩み、イライラを感じたときには、まず誰

かに相談をしてみませんか。（親や配偶者・兄弟・友人・保育士・学校の先生・保健師など） 

　また、子育てを楽しむ方法に、「からだで子どもとふれ合うスキンシップ」「目と目を合わせるアイコンタクト」そ

して「ことばで話しかける心のふれあい」があります。就寝前の５分間の子どもとの会話や絵本の読み聞かせ、

１日１回一緒に食事を取り会話をする等、今している生活のリズムの中に少し意識して取り入れてみませんか。 
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い き い き サ ロ ン の ご 案 内  

　地域のみなさんが健康で活力ある生活を送れるよう、健康チェックや健康体操、お話、レクリエーション等の内容で、

各地区老人憩の家で開催しますので、お気軽にご参加ください。 
 

７月 

７月 

７月 

 

８月 

 

８月 

 

15日 

２０日 

2５日 

 

１日 

 

１０日 

 

 

午後１時30分～３時30分 

午前９時30分～１１時30分 

午前9時30分～11時30分 

午後 1時30分～3時 30分 

午前9時30分～11時30分 

午後 1時30分～3時 30分 

午前9時30分～11時30分 

午後 1時30分～3時 30分 

東中富老人憩の家 

江ノ口老人ルーム 

乙瀬老人憩の家 

奥野老人憩の家 

徳命老人憩の家 

東部老人憩の家 

笠木老人憩の家 

西部老人憩の家 

 

楽しく筋力アップ運動 

楽しく筋力アップ運動 

楽しく筋力アップ運動 

楽しく筋力アップ運動 

簡単に楽しめるお茶 

勝瑞の歴史 

いけばなを楽しむ 

絵手紙  

 

宮坂　由紀先生 

長江　規子先生 

内藤　公子先生 

内藤　公子先生 

ボランティア協力者 

ボランティア協力者 

ボランティア協力者 

ボランティア協力者 

 

（金） 

（水） 

（月） 

 

（月） 

 

（水） 

 

対象者　概ね60歳以上の方。ご都合のよい会場にお越しください。（いつでも、どこでも、どなたでも） 

お問い合わせ　基幹型在宅介護支援センター（☎637・3167） 

※いきいきサロンの企画運営等、協力していただける方を募集しています。 

　上記支援センターにご連絡ください。 

 

ひまわり元気教室（小・中学生栄養料理教室） 

　長い夏休み。友だちと一緒に参加して、楽しい思い出をつ

くりましょう。 

○日　時　７月２６日（火）　午前９時３０分～午後１時 

○場　所　福祉センタ－２階 

○定　員　３０人（申込順） 

○対　象　町内の中学生・小学生（４年生～６年生） 

○参加費　無料 

○準備する物　エプロン・三角巾・タオル 

○申込期間　７月１９日（火）～２２日（金）（２２日は正午まで） 

○申し込み　保健センタ－（☎６９２・８６５８） 

○主催　食生活改善推進協議会「藍愛グル－プ」栄養部 

楽しくクッキング 
ひまわり元気教室 

　健康で生き生きと活動的な毎日を過ごせるために、おいしく

て栄養豊富、そして誰にでも作れる簡単料理の講習会を開

催します。 

　60歳以上の方を対象に男女を問わずご参加ください。楽

しいひとときを。 

○日　時　7月28日（木）　9月13日（火）　11月24日（木） 

　　　　　1月26日（木）   3月23日（木） 

　　　　　午前9時30分～午後0時30分　 

○場　所　福祉センタ－2階 

○参加料　300円 

○準備物　エプロン・三角巾・手拭きタオル 

申し込み・お問い合わせ  

　基幹型高齢者在宅介護支援センタ－　　（☎637・3167） 

高齢者のための～かんたん健康料理教室～ 
かんたんグルメ 

開催日 曜日 時　　　間 場　　　所 内　　　容 講　　　師 

○日　時　７月２５日（月）午後７時３０分～９時 

○場　所　体育センター　　　　　　　　　　　　　 

○内　容　ストレッチ体操・インディアカ・囲碁ボール       

 

○参加料　無料 

小さい子どもからお年寄りまで楽しめます。個人参加でもOK 

○主　催　藍住町教育委員会　藍住町体育指導委員会 

藍住ストレッチ体操&ニュースポーツ 



2005  July 15 No.728 12

平 成 1 7 年 度 　 各 種 検 診 の お 知 ら せ  
　８月から検診が始まります。対象者の方には個人通知が届きます。また、別紙で各種検診のご案内が世帯ごとに一部届きます
のでご確認ください。対象者への個人通知は、７月中に発送される予定ですが、それ以降になっても届かない場合は、保健センタ
ーまでお問い合せください。 
　日程と対象者については、次のとおりです。 
 

検　診　日 

8月17日（水） 
8月18日（木） 
8月30日（火） 
8月31日（水） 
 
 
 

いずれも保健センター 
受付  9:00～10:30（17日・18日） 
　　13:00～14:30（全日） 
 
 
 

いずれも保健センター 
受付13:00～14:30 
 
 
 
 
 

8月17日（水） 
8月18日（木） 
8月30日（火） 
8月31日（水） 
 
 
 

場　所　・　期　間 

泰産婦人科内科 

★子宮がん検診 

★乳がん検診 
（視触診・乳房X線 
併用検査） 

★子宮がん検診（500円） 
★乳がん検診【視触診視触診・乳房X線併用検査】（800円） 

（予約の必要はありませんが、
該当月の中旬から下旬は電
話確認の上受診してください。 
（☎692・5758） 

中山産婦人科 

東徳島病院 
（板野町大寺） 
要予約13時～17時受付 
（☎672・1171） 
検診日　毎週月・火　午後 

8月から 
10月の 
3か月間 

（要予約:月～土9時～18時
受付4週間前から、予約可能
です。受診希望日の前日まで
に予約してください。 
（☎692・0522） 

期間 

料
金 

医
療
機
関
検
診 
集
団
検
診 乳
が
ん
検
診 

子
宮
が
ん
検
診 

内
　
　
容 

内
　
　
容 

日
　
　
　
　
　
　
　
　
程 

日
　
　
程 

場
　
所 

備
　
　
考 

方
法 集 団 検 診  

医 療 機 関 検 診  

婦人がん 
検診 

・対象者:子宮がん 

・対象者:乳がん 

20歳以上で（S60.12.31以前生まれ）明治・大正・昭和 

40歳以上で（S40.12.31以前生まれ）明治・大正・昭和 
40歳以上の 
検診 ・対象者:昭和41年4月1日以前に生まれた方 

基本健診-循環器検診 
肝炎ウイルス検査 
前立腺がん検査（基本と同時に実施） 
胃がん検診 
大腸がん検診 
肺がん・結核検診 
（結核検診は、65歳以上の方が対象） 

基本健診-循環器検診 
肝炎ウイルス検査 
前立腺がん検査 
胃がん検診 
大腸がん検診 

……………………………………（700円） 
………………………………………（500円） 
………………………………………（1000円） 

……………………………………………（2000円） 
……………………………………………（300円） 

…………………………………（700円） 
………………………………………（500円） 

………………（1000円） 
………………………………………………（700円） 
……………………………………………（300円） 
……………………（肺がん500円・結核無料） 

●奥野・東中富地区 
●勝瑞・乙瀬地区 
○上記地区の予備日 

9月7日（水）・8日（木） 
9月14日（水）・15日（木） 
9月16日（金） 

●富吉・矢上・笠木地区 
●徳命・住吉地区 
○上記地区の予備日 

9月20日（火）・21日（水） 
9月22日（木）・26日（月） 
9月30日（金） 

受付　8:30～11:00

保健センター 
※できるだけ該当地区の検診日にお受けくださいますようお願いいたします。 

安芸内科 
稲次整形外科病院 
大久保内科 
奥村医院 
内科クリニックオクムラ 
香川内科 
こやま小児科内科 
近藤外科内科 
清水内科 
鶴岡内科 
富本小児科内科 
泰産婦人科内科 
浜病院 
板東整形外科 
水井医院 
森本クリニック 
矢野医院 

（☎692・6111） 
（☎692・5757） 
（☎692・1220） 
（☎692・2403） 
（☎692・4771） 
（☎692・9770） 
（☎637・3211） 
（☎693・1188） 
（☎692・8900） 
（☎692・6886） 
（☎692・7228） 
（☎692・5758） 
（☎692・2317） 
（☎692・5151） 
（☎641・3111） 
（☎641・4141） 
（☎692・4411） 

医療機関名 ●印の病院で受診可能 
＊胃がんは電話予約必要 

基
　
本 

胃 

大
　
腸 

前
立
腺 

8月～10月の3か月間 各病院の診療時間内 

対象者……20歳以上で2年に1回の受診 

H17年度は偶数年生まれの人、H18年度は奇数年生まれの人 
が該当になり、以後2年に1回ずつ個人通知が届きます。 

視触診・乳房X線併用検査⇨40歳以上2年に1回の受診 

H17年度は偶数年生まれの人、H18年度は奇数年生まれの人 
が該当になり、以後2年に1回ずつ個人通知が届きます。 

お知らせ…このように変更されます。 

午前40名（17日、18日のみ） 
午後40名で受付を終了します。 
 
 
 

●甲状腺検診を含みます。 
 

子宮がん検診 

乳がん検診 

●乳房X線検査の2方向撮影について…今年度の対象者で、40歳以上50歳未満の方に実施。 
　（受診券に＊2方向撮影対象とかかれている方のみ撮影。） 

〈基本健診の内容〉 
問診・身体計測・血圧・検尿・心電図・診察・血液（GOT・GPT・γGTP・総コレステロール・
HDLコレステロール・中性脂肪・クレアチニン・貧血・血糖・HbAIC） 
※必要者に限り眼底検査　該当者は肝炎ウイルス検査 

＊前立腺がん検診の対象者は、50歳以上の男性です。（個人通知に前立腺がん検診受診券があれば、対象者です。） 
＊集団検診の前立腺がん検診は、基本健診も同時に受ける方のみ実施できます。（集団検診で、前立腺がん検診のみの受診はできません。） 
＊肝炎ウイルス検査は、節目検診（本年度40.45.50.55.60.65.70歳）の方が対象です。ご自分が対象者かどうかは、受診券で確認できます。 
　また、「肝炎ウイルス済」の赤い印が受診券にあれば、すでに受診済みですので受けられません。 

● 
● 
● 

● 
● 
● 

● 
● 
● 

● 

● 
● 
● 
● 
● 
● 
● 
● 
● 
● 
● 
● 
● 
● 
● 

● 
● 

● 
● 
● 

● 

● 
● 
● 
● 
● 
● 
● 

● 

● 
● 

● 
● 
● 
● 
● 
● 
● 

● 
● 
● 
● 
● 
● 

偶数年生まれ 

偶数年生まれ 

お問い合わせ　保健センター（☎692・８６５８） 
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　Í sでは、平成17年度外国人対象「日本語教室」を開

講し、地域に在住の外国の方々に、日本語の初歩からお

教えしています。 

　企業の研修生、大学等の留学生、主婦の方 

など、多くの外国の方々が楽しく日本語を 

学んでいらっしゃいます。 

　お近くの日本語を学びたい方々にも、 

お知らせください。 

○日　時　毎週木曜日　午後7時～8時30分 

○受講料　無料《ただし、資料代1，000円　テキスト代 

　　　　　（「みんなの日本語｣Ⅰ）2，500円は個人負　

　　　　担です》 

藍住町国際交流協会では、福祉センターで「日本語サロ
ン」を開いています。サロンは、外国人と地域の人が集い、
日本語を通じて交流をする場です。日本語のレベルは問
いませんので、どうぞご参加ください。   
 

藍住町国際交流協会I’s
～日本語教室、日本語サロンを開催しています～ 

藍住町国際交流協会I´s では、次のとおり、外国人対象の「日本語教室」及び地域の人 と々外国人の交流のための 

「日本語サロン」を開催しています。どうぞ、ご参加ください。 

○場所　福祉センタ－2階（Aizumi Town WelfareCenter 2F)） 

お問い合わせ　社会福祉協議会内  Í s事務局（☎692・9951・FAX692・1626） 

　　　　　　　E-mail :  a izumi_kokusai@garnet .nmt.ne . jp 

 

外国人対象（日本語教室） 
開催中です!

日本語サロン 
～外国人と地域の人の交流の場です～ 

就
職
面
接
会
の
ご
案
内 

　
鳴
門
地
域
内
（
鳴
門
市
・
松
茂
町
・
藍
住
町
・

北
島
町
・
板
野
町
）に
立
地
し
、
人
材
確
保
の
た

め
の
採
用
を
予
定
し
て
い
る
企
業
と
求
職
者
と

の
面
接
会
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
内

の
雇
用
機
会
の
増
大
を
図
り
、
あ
わ
せ
て
企
業

の
中
心
と
な
る
人
材
の
確
保
に
資
す
る
こ
と
を

狙
い
と
し
て
い
ま
す
。 

○
開
催
日
時
　
　
７
月
２７
日
（
水
） 

　
　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時 

○
開
催
場
所
　
　
鳴
門
地
域
地
場
産
業 

　
　
　
　
　
　
　
振
興
セ
ン
タ
ー
２
階 

○
対
象
者
　
　
　
一
般
求
職
者 

○
参
加
企
業
数
　
鳴
門
地
域
内
の 

　
　
　
　
　
　
　
採
用
予
定
企
業
３０
社
程
度 

　
就
職
を
希
望
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ん
へ 

企
業
の
人
事
担
当
者
の
方
と
直
接
面
接
が
で
き

ま
す
。 

何
社
で
も
面
接
で
き
ま
す
の
で
、
履
歴
書
を
複

数
ご
用
意
く
だ
さ
い
。 

○
主
催
　
鳴
門
地
域
雇
用
機
会
増
大
促
進
支

　
　
　
　
援
協
議
会
（
財
団
法
人
　
鳴
門
地
　

　
　
　
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
内
） 

 

　
　
　
　
（
☎
・
F
A
X
６
８
５
・
２
８
５
５
） 

○
後
援
　
徳
島
労
働
局
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鳴
門 

＊
当
日
、
お
車
で
お
越
し
の
方
は
、
鳴
門
市
文
化

　
会
館
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
　
　 

夏
の
感
電
事
故
防
止 

　
夏
は
水
を
使
う
機
会
が
多
い
う
え
に
、
暑
さ

で
汗
を
か
き
や
す
く
な
る
た
め
感
電
事
故
が
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。 

　
「
ぬ
れ
手
に
電
気
」
、「
ぬ
れ
手
に
プ
ラ
グ
」
が

危
険
な
こ
と
は
、
十
分
ご
承
知
で
し
ょ
う
が
、つ
い

ウ
ッ
カ
リ
差
し
込
み
プ
ラ
グ
や
ソ
ケ
ッ
ト
に
ぬ
れ

手
で
触
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

　
電
気
製
品
を
扱
う
時
は
、
忙
し
い
時
で
も
、
手

を
よ
く
拭
い
て
か
ら
取
り
扱
う
習
慣
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。 

財
団
法
人
　
四
国
電
気
保
安
協
会
徳
島
支
部 

「
放
送
大
学
」 

10
月
入
学
生
募
集
の 

お
知
ら
せ 

　
生
涯
学
習
の
時
代
で
す
。
仕
事
を
続
け
な
が

ら
、テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
大
学
教
育
を
１
科
目
か

ら
学
べ
ま
す
。
最
新
の
知
識
を
お
仕
事
や
家
庭

に
生
か
し
て
く
だ
さ
い
。
卒
業
す
れ
ば
学
士
号

取
得
。
入
試
な
し
。 

○
募
集
学
生 

　
大
学
…
…
教
養
学
部
（
全
科
・
選
科
・
科
目
） 

　
大
学
院
…
（
修
士
選
科
・
修
士
科
目
） 

○
募
集
期
間
（
2
学
期
制
、
入
学
は
年
2
回
） 

　
１０
月
入
学
生
　
６
月
１５
日
〜
８
月
３１
日 

　
　
　
　
　
　
　
（
必
着
） 

　
４
月
入
学
生
　
１２
月
１５
日
〜
２
月
末
日 

募
集
要
項
請
求
・
お
問
い
合
わ
せ 

　
放
送
大
学
徳
島
学
習
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
６
０
２
・
０
１
５
１
） 

  Aizumi International Exchange Association holds a Japanese 
Salon at the Aizumi Town Welfare Center. 
　The Japanese Salon is a place that foreign people and people 
from the community can come together and communicate by 
Japanese.Japanese learners at any levels are welcome to join 
us. 

○日　時　毎月第1、3火曜日（1st ,3rd Tuesday） 
　　　　　PM7:30～9:00 
○受講料　無料（cost free）   
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藍住剣道 卓　　　球

５月２２日　全日本及び四国卓球選手権県予選 

５月２９日　TSP杯争奪卓球大会（四条畷市） 

　３名とも、全国大会（7/29～31神戸）四国大会（10/29・30

高知）に出場を決めました。 

全日本・四国卓球選手権県予選 

　３・４年の部　優　勝　窪　裕樹（南小４） 

　　　〃　　　優　勝　楠川　愛子（南小４） 

　５・６年の部　準優勝　楠川　陽子（南小５） 

TSP杯争奪卓球大会 

　小学生男子　２部優勝　 窪　裕樹（南小４） 

　小学生女子　２部準優勝　楠川　愛子（南小４）　　　

　　　　　 

藍住北キング

　第17回徳島県少年野球連盟美馬大会が、6月5、12、18日

の3日間、46チ－ムが参加し穴吹県民グラウンドほかで開催さ

れました。18日の準決勝、決勝ともに苦しい試合展開でした

が接戦を制し、昨年に続いて2連覇を達成しました。これから

の大会も良い成績を残せるようがんばりたいとのことでした。 

藍住北キングでは、団員を募集しております。 

第４４回藍住町春季卓球大会 

　６月５日（日）勤労者体育センタ－にて、第４４回藍住町春季

卓球大会が開催されました。結果は次のとおりです。 

１位　東中富チ－ム 

２位　いきがいチ－ム 

３位　奥野チ－ム 

４位　中部チ－ム　　　　　　　　 

 

 

 

５位　西部チ－ム 

６位　東部チ－ム 

７位　光洋精工チ－ム 

８位　バラチ－ム　　　　　　　　 

　５月２９日（日）第１５回北島ライオンズクラブ少年剣道大会が、

開催されました。藍住剣道スポ－ツ少年団が、団体戦におい

て準優勝しました。また、個人戦では、４年生の部で松田歩

美さんが優勝、５年生の部で多田拓矢くんが準優勝の成績

を収めました。 

藍住エンジェル

　４月９日（土）鳴門県民体育館で第１０回徳島県ジュニアオ

－プンバドミントン選手権大会（小学生の部）が行われました。

結果は次のとおりです。 

　女子シングル　３位　藤本　陽奈（東小６） 

  

　６月５日（日）徳島市スポ－ツセンタ－で、若葉カップ徳島県

予選が行われました。結果は次のとおりです。 

　男子　優勝　　女子　３位 

　男子は、８月５日～８日に京都府長岡京市で行われる第２１

回若葉カップ全国小学生バドミントン大会に出場します。 

男子　木村　友輔、浅野　孝介、折部　雄太、水口　恭兵、

　　　藤本　英、佐藤　和哉、笹尾　雅道、佐藤　侑紀、

　　　新田　将大 

女子　藤本　陽奈、鶴熊　奈美、扶川　はるな、金森　望、 

　　　三好　映理香、森　芽生、新田　真子、渡辺　理香、 

　　　鶴熊　美樹、田中　里佳　 
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藍住フェニックス

藍住真導スポーツ少年団

藍住中学校柔道部

　５月２０・２１日、石井中学校において第１２回石井町藤花杯

ミニバスケットボ－ル大会が開催されました。低学年から高学

年まで、みんなで力を合わせて頑張り、３位入賞を果たしました。

夏の県大会に向けて、日々練習に励んでいるとのことでした。 

　なお、団員も募集しています。藍住西小学校体育館で練

習していますので、気軽に見学に来てください。 

○練習日　月・木　午後５時４５分から 

　　　　　土・日　午前９時から（第２土曜・第４日曜休み） 

４月３日　松茂町立第2体育館武道場開館記念柔道大会 
（個人） 
１年　準優勝　佐野　詩歩　（南小） 
　　　３　位　大塚　彩生　（南小） 
　　　　〃　　中藤　　徹　（北小） 
２年　優　勝　田北　明日香 （南小） 
       準優勝　古川　榛花　（北小） 
３年　 ３　位   黒田　綿士郎（南井上小） 
４年　 ３　位　田北　健太郎（南小） 
５．６年軽量級 
       優　勝　片岡　志乃  （堀江南小） 

５月５日　第２２回県下選抜少年柔道大会 
（個人） 
１年　準優勝　佐野　詩歩　（南小） 
　　　３　位　中藤　　徹　（北小） 
２年　優　勝　古川　榛花　（北小） 

４月３日　松茂町立第2体育館武道場開館記念柔道大会 
団体男子　優勝 

個人男子　－６０㎏以下級　優勝　　井上　樹 

　　　　　　　　　　　　準優勝　朝日   誠二 

　　　　　－７５㎏以下級　優勝　　国見　佑亮 

　　　　　＋７５㎏　超級　優勝　　片岡　康行 

　　　　　　　　　　　　準優勝　木藤　翔 

個人女子　無差別　　　　優勝　　黒田　亜莉沙 

　　　　　　　　　　　　３位　    長谷川　絢香 

４月１０日　ジュニア選手権 
個人女子　－４８㎏以下級　優勝　　黒田　亜莉沙 

　　　　　　　　　　　　準優勝　国見　菜央 

 

５月５日　第２２回県下選抜少年柔道大会 
団体男子　優勝 

個人男子　－５５㎏以下級　準優勝　朝日　誠二 

　　　　　－６５㎏以下級　準優勝　井上　樹 

　　　　　－７５㎏以下級　優勝　　国見　佑亮 

　　　　　＋７５㎏超級　　優勝　　木藤　翔 

　　　　　　　　　　　　準優勝　片岡　康行 

個人女子　無差別　　　　優勝　　黒田　亜莉沙 

　　　　　　　　　　　　３位      国見　菜央 

　　　　　　　　　　　　３位　　　坂東　智花 

 

５月８日　第２０回徳島県中学校体重別柔道選手権大会 
個人男子　－５５㎏以下級　準優勝　朝日　誠二　 

　　　　　－５５㎏以下級　３位      古川　堅也 

　　　　　－６０㎏以下級　優勝　　井上　樹 

　　　　　－７３㎏以下級　優勝　　国見　佑亮 

　　　　　－９０㎏以下級　優勝　　片岡　康行 

個人女子　－４４㎏以下級　準優勝　黒田　麻美 

　　　　　　　　　　　　３位      国見　菜央 

　　　　　－４８㎏以下級　優勝　　黒田　亜莉沙 

　　　　　　　　　　　　準優勝  坂東　智花 

　　　　　－５２㎏以下級　準優勝　長谷川　絢香 

 ５月２９日　徳島県中学校柔道選手権大会 
団体男子　優勝　　　　　団体女子　準優勝 

　７月１６・１７日に開催される県総体では、男女共に団体優勝、

個人戦でも３年生を中心に優勝を目指し、全国大会に出場し

たいとのことでした。 
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町民のみなさんから

　町民融和と親睦の場の提供を主眼においた夏まつりを、

商工会主催で実施いたします。 

○日　時　７月３０日（土）　午後４時から 

　　　　　（小雨決行・雨天順延） 

○場　所　 緑の広場 

○内　容　ビンゴゲ－ム大会・芸能大会・ゆかたのファッ

　　　　　ションショ－ 

　　　　　斉藤京子ものまねショ－・和太鼓・阿波踊り・

　　　　　模擬店 

★ビンゴカードは本部テントにて午後３時３０分から配布 

夏 ま つ り  あ い ず み 商 工 会 納 涼 祭  

　四季折々の草木の美しさを活かし、心豊かに自然を活

けてみませんか。 

○日　時　第1・3　火曜日　午後７時～９時30分 

○場　所　勤労女性センタ－ 

○講　師　未生流　西谷英甫　氏 

○受講料　2，500円（花代・月謝含む） 

○入会金　1，000円 

　＊花器と剣山は用意しておりますので、ハサミだけご　

　持参ください。 

申し込み・お問い合わせ　　　 

　婦人会（☎692・1459） 

　女性センタ－（☎692・6266） 

○受講内容　床張り替え実習 

○受講資格　藍住町在住で６０歳代前半層とする 

　　　　　　高齢求職者 

○受講日　　８月１７日（水）～２６日のうちの８日間 

○受講場所　藍住町シルバー人材センター作業場 

○募集定員　２０名（ただし、申込者多数の場合は抽選

　　　　　　により決定します） 

○受講料　　無料 

○申込期間　７月１５日（金）～２２日（金） 

　　　　　　午前９時～午後４時 

申し込み・お問い合わせ　　　 

　（社）藍住町シルバー人材センター（☎692・1８３０） 

　電話での受付はしておりません。 

高齢者技能講習受講生募集 お花を活けてみませんか 
女性センター華道部 

エ
ン
ジ
ョ
イ
・
ス
ポ
ー
ツ 

セ
ミ
ナ
ー
の 

開
催
に
つ
い
て 

○
日
 
時
 
７
月
１７
日
（
日
）
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
午
後
１
時
〜
６
時
５
分
 

〈
内
容
〉
 

◆
講
演
１
 

　
「
ス
ポ
ー
ツ
と
栄
養
」
 

　
講
師
　
樋
口
　
満
氏
 

　
（
早
稲
田
大
学
教
授
）
 

◆
講
演
２
「
夢
と
人
生
」
 

　
講
師
　
宇
津
木
　
妙
子
 

　
（
日
立
&
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
高
崎
女
子
ソ
フ

　
ト
ボ
ー
ル
部
総
監
督
）
 

◆
講
演
３
 

　
「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
づ
く
　

　
り
〜
求
め
ら
れ
る
指
導
者
の
役
割
〜
」
 

　
講
師
　
曾
根
　
幹
子
氏
 

　（
広
島
市
立
大
学
国
際
学
部
助
　
教
授
） 

○
場
　
所
　
町
民
会
館
 

○
主
 
催
　
財
団
法
人
 

 
 
 
 
 
日
本
体
育
協
会
 

　
　
　
　
　
財
団
法
人
　
 

　
　
　
　
　
徳
島
県
体
育
協
会
 

○
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
 

　
教
育
委
員
会
 

　
（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）
 

板
野
東
部 

消
防
組
合
消
防
吏
員 

採
用
試
験 

○
試
験
区
分
 

　
消
防
吏
員
（
初
級
）
 

○
採
用
予
定
人
員
 

　
若
干
名
 

○
受
験
資
格
 

　
昭
和
55
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
63
年

　
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
 

○
申
込
受
付
 

　
7
月
25
日
〜
8
月
8
日
 

　
（
郵
送
の
場
合
は
8
日
消
印
有
効
）
 

○
試
験
日
 

　
一
次
試
験
 
 9
月
18
日
（
日
）
 

　
二
次
試
験
 
11
月
中
旬
予
定
 

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
 

　
板
野
東
部
消
防
組
合
総
務
課
 

 
 
 
 
 
（
☎
6
9
8
・
9
9
0
0
）
 

　
＊
募
集
要
項
及
び
試
験
申
込
書
は
、
 

 
 
消
防
組
合
に
あ
り
ま
す
。
 



2005  July 15 No.72817

●こんにちは赤ちゃん ●おくやみ申し上げます 子の氏名・性別  
父母の氏名・住所 

平成17年6月1日～ 
　　　6月30日届出分 

平成17年6月1日～6月30日届出分 

人 の 動 き  
（平成17年6月末現在） 

前月比 

人 　 口  
男 
女 

65歳以上 
15歳未満 
世帯総数 
平均年齢 

32,335人 
15,593人 
16,742人 
4,347人 
5,344人 
11,216戸 

（＋28） 
（＋7） 
（＋21） 
（＋12） 
（＋7） 
（＋22） 
39.07歳 

《
作
り
方
》 

①
ゴ
ー
ヤ
ー
を
縦
半
分
に
切
り
、ス
プ
ー
ン

　
で
中
の
ワ
タ
を
か
き
出
し
、
薄
く
ス
ラ

　
イ
ス
し
て
、
軽
く
塩
を
ふ
る
。 

②
に
ん
じ
ん
、に
ん
に
く
は
薄
く
ス
ラ
イ
ス

　
す
る
。 

③
①
の
ゴ
ー
ヤ
ー
に
薄
く
小
麦
粉
を
ま
ぶ

　
す
。 

④
②
と
ゴ
ー
ヤ
ー
を
素
揚
げ
し
、カ
ラ
ッ
と

　
し
た
ら
取
り
上
げ
、
薄
く
塩
を
ふ
る
。 

＊
ゴ
ー
ヤ
ー
を
揚
げ
る
こ
と
で
、
苦
味
を
お

　
さ
え
、
軽
い
食
感
に
な
り
ま
す
。 

＊
お
や
つ
に
も
ど
う
ぞ
。 

健
康
づ
く
り
応
援
団
 

藍
住
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
 

健
康
づ
く
り
の
会
「
藍
愛
グ
ル
ー
プ
」
 

★
お
す
す
め
の
１
品
料
理
 

　
　
　
　
ゴ
ー
ヤ
ー
チ
ッ
プ
ス
（
に
ん
に
く
風
味
）
 

材
料（
４
人
分
） 

ゴーヤー 
にんじん 
にんにく 
小麦粉 
揚げ油 
塩　 

1本 
1/3本 
1片 
適量 
適量 
少々 

エネルギー 
タンパク質 
脂質 
炭水化物 
カルシウム 
塩分 

116kcal 
2.3ｇ 
4.4ｇ 
16.6ｇ 
16ｍｇ 
1.2ｇ 

1
人
分
の
 

栄

養

価

 

ほ

星
を
か
ぞ
え
て 

　
目
の
う
ん
ど
う 

（
東
小
2
年
　
中
山
京
香
） 

ひ

日
ご
ろ
か
ら 

　
体
力
つ
け
よ
う 

　
　
　
1
・
2
・
3

（
東
小
4
年
　
西
川
美
佳
） 

ひ 

た
い
り
ょ
く 

へ

ヘ
ル
メ
ッ
ト 

　
み
ん
な
の
安
全 

　
　
　
守
っ
て
る
 

（
東
小
4
年
　
日
下
成
美
） 

あ
ん
ぜ
ん 

ま
も 

ほ
し 

め 

ふ

太
り
す
ぎ 

　
病
気
の
も
と
で
す 

　
　
　
気
を
つ
け
て 

（
東
小
4
年
　
尾
形
美
桜
） 

ふ
と び

ょ
う
き 

き 

は

歯
の
健
康 

　
歯
み
が
き
3
分 

　
　
　
食
後
に
3
分 

（
東
小
6
年
　
山
本
梨
奈
） 

は 

は 

け
ん
こ
う 

ぷ
ん 

ぷ
ん 

し
ょ
く
ご 

平 石  

長 瀬  

斉 藤  

檜 

前 田  

榮 

藤 井  

久次米 

矢 野  

久次米 

55歳 

84歳 

83歳 

75歳 

67歳 

61歳 

57歳 

76歳 

87歳 

78歳 

青木　桃子 （ももこ） 
　信利・由美 

女 
勝瑞字正喜地 

高原　篤生 （あつき） 
　章・由美 

男 
東中富字長江傍示 

高橋　藍花 （あいか） 
　善徳・美知子 

女 
富吉字穂実 

小野　優希 （ゆき） 
　恭兵・幸代 

女 
矢上字安任 

男 
奥野字西中須 

新野　真菜 （まな） 
　充雄・のぞみ 

女 
勝瑞字西勝地 

齋藤　愛実 （あみ） 
　秀雄・早百合 

女 
徳命字名田 

高田　光 （ひかる） 
　智・弘子 

男 
勝瑞字東勝地 

松島　里菜 （りな） 
　弘美・光恵 

女 
勝瑞字成長 

矢野　椅吹 （いぶき） 
　宏行・愛 

男 
住吉字神蔵 

多田　陽向 （ひなた） 
　真・美智子 

女 
勝瑞字西勝地 

原田　藍佳 （あいか） 
　佳史・和枝 

女 
乙瀬字青木 

　岡　大夢 （ひろむ） 
　容平・マリア 

男 
乙瀬字青木 

藤本　悠司 （ゆうじ） 
　昌生・和江 

男 
住吉字江端 

斉藤　正真 （しょうま） 
　孝弥・さおり 

男 
勝瑞字西地 

角元　孝一郎 （こういちろう） 
　孝至・美香 

男 
住吉字神蔵 

横田　菜奈帆 （ななほ） 
　徳仁・香織 

女 
東中富字朏傍示 

島藤　杏子マリア （きょうこマリア） 
　カニャス マヌエル・美絵子 

女 
徳命字新居須 

石田　あおら 
　義明・かほり 

女 
東中富字権現傍示 

森田　哲平 （てっぺい） 
　耕二・京子 

男 
乙瀬字乾 

坂野　有 （ゆう） 
　匡・利美 

男 
東中富字東傍示 

齋藤　美裕 （みゆ） 
　裕行・真美 

女 
奥野字原 

矢野　耀梨 （きらり） 
　俊明・香 

女 
勝瑞字西勝地 

河口　夏歩 （なつほ） 
　拓人・充代 

女 
富吉字豊吉 

高橋　朝香 （あさか） 
　勢治・志寿香 

女 
富吉字須崎 

河野　佑哉 （ゆうや） 
　旬哉・雅代 

男 
勝瑞字正喜地 

植田　空 （そら） 
　祐也・真弓 

男 
徳命字前須東 

奥野字矢上前 

徳命字小塚東 

奥野字原 

富吉字須崎 

東中富字龍池傍示 

勝瑞字西勝地 

笠木字西野 

徳命字元村 

乙瀬字乾 

徳命字新居須 

福 喜  

キクヱ  

義 澄  

貞 子  

　 博  

雅 夫  

保 廣  

安 子  

勝 行  

末 子  
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春藤　有希（藍中2年） 
優秀賞 彩りおにぎりとじゃがチーズ 

10分早起き! 
しっかり朝ごはん!

材料（4人分目安量） 
彩りおにぎり 

じゃがチーズ 

ごはん 
塩 
卵 
鮭フレーク 
野沢菜ちりめん 
昆布の佃煮 

600g 
少々 
8個 
適量 
適量 
適量 

じゃがいも 
玉ねぎ 
ベーコン 
粉チーズ 
バター 
塩 

240g 
1／4個 
40g 
適量 

小さじ1 
小さじ1／2

1人分の栄養価 
エネルギー 
タンパク質 
脂質 
カルシウム 
塩分 

544kcal 
23.9g 
17.2g 
149mg 
2.5g

①　薄焼き卵を作り、約4cm×16cmの大きさに切る。 
②　ごはんに塩を入れ、卵で巻けるくらいの大きさ　
　ににぎる。 
③　卵でごはんを巻き、はずれないように、ようじで
　　とめる。 
④　③をいくつか作り、鮭フレーク、野沢菜ちりめん、
　　昆布の佃煮を１種類ずつのせる。 

①　じゃがいもは乱切り、玉ねぎはせん切り、ベーコ
　　ンは細切りにする。 
②　バターを熱し、玉ねぎを炒め、少し火がとおったら、
　　じゃがいもを加え、塩で味付けし、さっと炒める。 
③　②がひたるくらいの水とベーコンを加えて煮る。 
　　③に火が通ったら皿に盛りつけて、粉チーズをか
　　ける。 
 

作り方（彩りおにぎり） 

作り方（じゃがチーズ） 

　藍住子ども劇場は、１９８２年に発足して以来会員のみで運営

して２５年になります。私たちが目指している活動は、子どもの文

化育成であり、子育て・親育ちの援助です。子どもが健やかに

育つことを願う一人ひとりが知恵を出し合い共通点を探しながら、

活動を進めてこそ子どもを育てる力、文化を育てる力がつくられ

ていくと考えています。 

　 

 

 

 

 

 

 

　具体的な活動として、感受性を育てる例会鑑賞があります。

素晴らしい生の舞台芸術（舞台劇・人形劇・音楽・芸能）を親子

で一緒に鑑賞し続けています。 

　他に豊かな体験を創り出す自主活動では、多くの異年齢の友

だちと自由にのびのび遊んだり、共通の目的を持って行動しなが

ら、人と協力しあう社会性や労わりの心や優しさを培います。 

　こうして自主性や創造性が育つよう、やりたいことをみんなで

考え、進めていっています。そんな私たちとぜひ一緒に活動して

みたい方、お気軽にお問い合わせください。お待ちしています。 

お問い合わせ 
　藍住子ども劇場　藍住町奥野字矢上前９１－１４ 

 　　　　　　　　（☎・FAX６９２・７３７４） 
　　　　　　　　 火・水・金 午前９時～午後１時 

＊献立のいいところ、工夫したところ 
●彩りおにぎりは、たくさんの色を使って、きれいに見えると思います。 
●じゃがチーズはあっさりとした彩りおにぎりとよく合うと思います。 

藍住子ども劇場 第15回平和のつどい 

「ガラスのうさぎ」上映会 

○日　時　７月１８日（月） 
　　　　　１回目　午前１０時から　 

　　　　　２回目　午後２時から　 

○場　所　藍住町町民会館　 
○入場料　無　料　 
○共　催　藍住町・藍住町教育委員会・ 
　　　　　藍住町平和のつどい実行委員会 




